
知的障害特別支援学級自立活動学習指導案 

指導者 ＊＊ ＊＊ 

１ 題材名「自分に合った学習方法を見つけよう」 

２ 題材について 
  本学級は、生徒３名３名の生徒の状況や背景は異なるが、共通の課題として学習を継続

して行うことができないという点が挙げられる。 
  本題材は、タブレット端末や図書室の本から自分に合った学習方法を調べ、まとめる活

動を通して、授業だけでなく、自分の障害や進度に合わせた家庭学習を行えるようにする
ためのきっかけづくりをねらいとしている。また、自分で決めた学習方法を実践し、改善
策を見付けることで、夏休みの家庭学習にもつなげたいと考え、この題材を設定した。 

  指導にあたっては、今までの学習方法や家庭学習の実態を振り返る活動の中で、生徒が
学習を継続してできてない状況を悲観的に捉えないよう配慮する。調べ学習では、タブレ
ット端末や図書室の本から見つけた、「この方法で学習してみたい」という生徒の気持ちを
大切にする。また、これからどのように学習を行っていくのかという自己決定を大切にし
て、自ら学習をしていこうとする意欲の育成につなげていきたい。 

 
３ 生徒の実態と個別目標 

氏名 題材における生徒の実態 題材における目標 
A 
 

・問題をよく読まず、分かったふりを
するため、ケアレスミスが多い。 

・自分の興味のある英語は、家庭で学
習している。 

・学習の困難さを解消し、自分に合った学
習方 法 を 身 に 付 け る こ とが でき る 。 ２ -
⑶ 

B 
 

・未経験のこと、やり方が分からない
ことに取り組むことが苦手である。 

・気分にむらがある。 

・どのような学習方法があるのか、調べる
ことができる。５-⑸ 

C 
 

・落ち着いて学習に取り組むことはで
きるが、集中力が持続しない。 

・タブレットの操作が得意で、基本的
な操作方法を身に付けている。 

・学習の困難さを解消し、自分に合った学
習方法を身に付けることができる。２-
⑶ 

 

４ 指導計画と評価（５時間扱い） 

５ 本時の指導 
⑴ 目標 

ア 全体目標 
○ 自分に合っている学習方法を調べ、学習の方法について考えることできる。 

月 時間数 学習活動・内容 評価 

A B C 

６ 

      
１ 

・これまでの学習
方 法 を 振 り 返
る。 

・学校や家庭での学
習を振り返り、課
題を見つけること
ができる。 

・自分の生活を振り
返ることができ
る。 

・学校や家庭での学
習を振り返り、課
題を見つけること
ができる。 

７ 

 
２ 
本
時 

・自分に合ってい
る 学 習 方 法 を
調 べ 、 ま と め
る。 

・自分に合っている
学習方法を調べ、
まとめることがで
きる。 

・どのような学習 
方法があるのか、 
調べることがで 
きる。 

・自分に合っている
学習方法を調べ、
まとめることがで
きる。 

７ 

  
３ 
・ 
４ 

 

・自分に合ってい
る 学 習 方 法 を
実践する。 

・実践したことを
振り返り、改善
策を考える。 

・自分に合っている
学習方法で、家庭
学習を続けること
ができる。 

・生活の中で学習し
ようとすることが
できる。 

・調べた学習方法を
実践し、実践を振
り返り、改善策を
立てることができ
る。 

７ 

    
５ 

 

・夏休みの学習計
画を立てる。 

・夏休みの学習計 
画を立てること 
ができる。 

・夏休みの課題を 
見て、学習しよ 
うとすることができ
る。 

・改善策を踏まえ、
夏休みの学習方法
を立てることがで
きる。 



イ 個別目標 
   A: 自分に合っている学習方法を調べ、まとめることができる。【２-⑶】 
   B: どのような学習方法があるのか、調べることができる。  【５-⑸】                     
      C: 自分に合っている学習方法を調べ、まとめることができる。【２-⑶】 
 

⑵ 準備・資料 
・教師用パソコン・一人一台端末・図書室の本・ワークシート・タイマー 
 

⑶ 展開 

学習内容・活動 

形
態
時
間 

教師の指導・支援と評価（◎評価） 
 

全体 
個への支援 

Ａ B C 
１  課 題 と 個 人 の め

あてを確認する。 
 ⑴課題を確かめ

る。 
自 分 に 合 っ た 学

習 方 法 を 調 べ て 、
まとめよう。 
 
⑵ 個 人 の め あ て を

確認する。 
 
２  学 習 の 流 れ を 知

る。 
①  確認 
②  調べ学習 
③  まとめの時間 
④  発表時間 
⑤  振り返り 

 
３  調 べ 学 習 を す

る。 
⑴ 様 々 な 学 習 方 法

を タ ブ レ ッ ト 端
末 や 図 書 室 の 本
で調べる。 

 
⑵ 自 分 に 合 っ た 学

習 方 法 を ワ ー ク
シ ー ト に ま と め
る。 

 
⑶ 各 自 の 自 分 に 合

っ た 学 習 方 法 を
発表する。 

 
 
 
 
４  学 習 内 容 を 振 り

返る。 
(1) ワ ー ク シ ー ト

に 振 り 返 り を 書
く。 

 
(2) 各 自 の 振 り 返

り を 発 表 す
る。 

 
５  次 時 の 学 習 を 確

認 し 、 見 通 し を も
つ。 

全
体 
５
分 

 
 
 
 
 

 
 

全
体 
５
分 

 
 

 
個
人 
30 
分 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
全
体 
５
分 

 
 

 
全
体 
５
分 

○学 本 時 の 課 題
を 明 確 に 示
すことで、学
習 意 欲 を 高
める。 

○個 各 自 が め あ
て を も っ て
活 動 で き る
よ う に 本 時
の 個 人 目 標
を確認する。 

○学 学 習 の 流 れ
を 示 す こ と
で、見通しを
持 っ て 安 心
し て 活 動 に
取 り 組 め る
ようにする。 

 
○I タ ブ レ ッ ト

の 操 作 が 得
意 な 生 徒 に
は、タブレッ
ト 端 末 で ま
と め を 行 っ
て も よ い こ
と を 知 ら せ
る。 

 
 
 
○学 発 表 し 合 う

ことで、様々
な 方 法 に 気
づ け る よ う
にする。 

 
 
○個 自 己 評 価 が

し や す い よ
う に 個 々 の
頑 張 り を 具
体 的 に 伝 え
る。 

 
 
 
 
○学 次 時 の 学 習

を 確 認 す る
ことで、次時
の 活 動 へ の

・課題をしっ
かり聞き、
確認できて
いることを
称賛し、意
欲を高め
る。 

 
・個人のめあ

てを確認
し、学習へ
の意識付け
を図る。 

・学習の流れ
を確認し、
安心感を高
める。 

 
 
・集中が途切

れたときに
は、活動場
所を変えて
活動するこ
とを認め
る。 

◎自分に合っ
ている学習
方法を調
べ、まとめ
ることがで
きる。 

(ワークシー
ト) 

・実践してみ
たい内容を
発言するよ
う、助言す
る。 

 
・学習の様子

を称賛する
とともに、
実際に学習
してみるよ
う助言す
る。 

・課題を設定
した理由を
説明し、本
人が納得し
て学習に取
り組めるよ
うにする。 

 
・活動内容を

確認するこ
とで、学習
意欲が持続
するように
する。 

 
・タブレット

の操作方法
を確認し、
使用できる
ようにす
る。  

◎どのような
学習方法が
あるのか、
調べること
ができる。 

(活動の様子) 
 
・集中が途切

れたときに
は、タイマ
ーを設定
し、休憩時
間を設け
る。 

 
 
 
 
 
・学習の様子

を称賛し、
自分の頑張
りを実感で
きるように
する。 

・課題をしっ
かり聞き、
確認できて
いることを
称賛し、意
欲を高め
る。 

 
・個人のめあ

てを確認
し、学習へ
の意識付け
を図る。 

・学習の流れ
を確認し、
安心感を高
める。 

 
 
・集中が途切

れたときに
は、実践で
きる方法に
ついてやり
とりし、助
言する。 

・まとめてい
る中で、生
徒から出た
質問にてい
ねいに答
え、安心感
を持たせら
れるように
する。 

◎自分に合っ
ている学習
方法を調
べ、まとめ
ることがで
きる。 

(ワークシー
ト) 

 
・学習の様子

を称賛する
とともに、
実際に学習
してみるよ
う助言す
る。 

 

 

 

 



（１）  支援のための手立て 
○学 学び合いのための支援  ○I  ICT 機器の活用  ○個 個への支援  

意 欲 を 高 め
る。 


